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特別区の現状

・新しい制度への認識希薄

・都が担うべき大都市事務不明確

・大都市経営の統括セクションなし
〈行政部（区政課）の役割低下〉

東京都の現状

・地方分権の進展

・地方自治再編成の動き

特別区を取り巻く環境
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都区制度の
骨格の一つ

検証

自主的税財政
制度への要求
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現行の財政調整制度
［１２年改革の未完］

財源を分け
合う制度

新しい財政調整制度
（地方自治法282条）

［１８年度まで改革先送り］

１２年改革
の不満

新しい大都市自治制度
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解決への不安
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